
教諭 GW 項目分け 

モデルプランへ記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求水準書へ記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置計画関係 

 

・個室確保 

・2 学年同時に体育できる体育館 

・プールに屋根（プールは持たない方が良い） 

・屋根がほしい、ピロティがあると外での活動しやすい 

・多気を知る資料、社会科総合学習 

・オープンでも仕切れる部屋 

 

 

・全館空調 

・体育館にエアコン、ホワイトボード、シートを引かなくてもいいように 

・雨漏り対策 

・トイレ掃除しやすく、きれいなトイレ 

・メンテナンス性がよい、掃除しやすい 

・運動スペース＋音響、Wi-Fi 設備 

・集中スイッチ 

・机、イスの上げ方が楽で使いやすい 

・マグネットで貼れる壁 

・絨毯不要、あっても掃除や洗濯しやすいように 

・開く窓には網戸、鳥対策 

・コンセント多数 

・明るい教室 

・広いロッカー 

・防音 

・廊下にベンチ 

・手洗い場、水道 

・吹き抜け、天窓、カーペット、床暖は不要 

・水はけのよい運動場 

・草刈りが少なくなる 

・自然観察エリア、管理維持費込み 

・獣害対策込みの学級園 行きやすいところ 水道、倉庫 

・十分な収納、教材室多め 

・保管庫等多くの物を置ける広い教室 

・職員の休憩室、妊婦の人が休める 

・移動しやすい導線 

・1 階建て 
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反映済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・避難所と学校が区別できるように 

・ランチルーム 

・エレベーター 

・広い廊下 

・昇降口が広い 
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特支 GW 項目分け 

モデルプランへ記載  

 

 

 

 

要求水準書へ記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反映済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クールダウンできる部屋（できれば複数） 

・区切れる教室、可変性（窓が必要） 

 

・空調設備（エアコン） 

・体育館にエアコン 

・インクルーシブな遊具 

・見通しがもちやすい掲示板 

・畳やソファー（クールダウンの部屋。特別支援教室） 

・窓ガラス多すぎ× 

・段差無し、昇降口・入口へスロープを付ける 

・階段に手すりをつける 

・飛び出し防止の為といっても、檻の中にいるような感じの教室は作らないように 

・特支教室に水道 

・多目的トイレにシャワー設置 

・多目的トイレ＋シャワー特支教室の近く シャワー 

・多目的トイレ（室内だけでなく屋外も） 

・広い玄関、広い下駄箱、車いすが通る広さで 

・教室移動、分かりやすい導線、教室等のサインが分かりやすく 

・出入りしやすい（車） 

 

・1 階建て（バリアフリー） 

・エレベーター 

・フリーで使える大きな部屋 

・学級数、児童数の増減に対応できる教室数 
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養護 GW 項目分け 

モデルプランへ記載  

 

 

要求水準書へ記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置計画関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員室から保健室まで距離が近い 

・体育館にエアコン 

・児童の様子が見れるように教室扉に小窓 

・必要以上に窓いらない 

・個室のような学習スペース確保 

・誰にも会わずに相談室や保健室に入れるような出入口 

・洗濯機を保健室内に置きたい 

・備え付け収納が多い 

・カーペットだけはやめてほしい 

・外入り口に足洗い場 

・汚物用の水道、流し 

・コルクじゃない一般的な壁 

・鍵付きで書類を保管できる棚 

・掃除しやすい床 

・出入口が広い 

・ベッドは 2 台以上 

・職員の男女別休める部屋 

・保健室内に個室が作れる可変性の壁 

・児童がクールダウンできる小部屋 

・保健室内へシャワー室（明るいシャワー室） 

・LGBTQ 更衣室 

・ユニバーサルトイレ 

・保健室の近くに多目的トイレ or 保健室に多目的トイレ 

・検診時、別室で待機できるように 

・保健室とつながっている相談室 

・SC の相談室、保護者が来室しやすい場所 

・誰にも会わずに相談室や保健室に入れるような出入口 
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図書司書 GW 項目分け 

モデルプランへ記載 

 

 

 

 

要求水準書へ記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置計画関係 

 

 

 

 

 

 

・1 クラス（最大 35 人）が授業で利用できる広さ 

・１階に図書室配置が望ましい 

・図書室の配置 1 階 

 

・地震がきても本が落ちてこないような耐震設備の整った図書室 

・車いすも通れるぐらい書架の間が広い 

・ソファーコーナー 

・図書の本が検索できるタブレットや PC 

・オリエンテーション等に使える PC の設置 

・腰高より低い窓は不要 

・本が入れやすく、見渡せれるように低い本棚（120ｃｍ以下） 

・死角が少なく司書が見渡せる 

・白熱電灯のようなしっかりした明るさ 

・展示スペース、新刊コーナー 

・教室と同等に授業ができるように電子黒板やホワイトボード 

・移動（可動）しやすい机や棚等の設備 

・窓に網戸 

・温度管理しやすい空間（エアコン完備） 

・本の日焼け防止、カーテン設備 

・1 人で閲覧できる（プライバシー守れる）ようなスペース 

・２万冊の収納できる本棚 

・閉架書庫 

・司書が作業できる司書室、閉架書庫 

・避難時を考慮して、出入口２箇所又は１箇所であれば真ん中 

・おはなしコーナー、場所 

・静かなスペース、にぎやかなスペース 

・吹き抜け、2 階不要 
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